
8 橿原市今井地区における環境整備及び景観向上による魅力あるまちづくり
平成21年度　～　平成25年度　(5年間) 橿原市

・今井町への年間観光客数を平成21年度（3万人）から平成25年度までに20％増加
・今井町歴史的地区環境整備計画の達成面積の拡大を42％（平成21）から46％（平成25）に伸ばす。（今井周辺地区整備計画対象面積70ha）

（H21当初） （H23末） （H25末）
今井町への年間観光客数を調査する。

（観光客増加割合）＝（評価時点の観光客数－H21当初の観光客数）／（H21当初の観光客数）

今井周辺地区の景観向上を図るため、整備計画の達成面積を率で算出する。

（整備計画による景観向上達成面積）＝（実施景観向上達成面積）／（今井周辺地区の景観向上整備計画達成面積）

Ａ1　道路事業

番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H21 H22 H23 H24 H25

8-A1 街路 一般 橿原市 直接 － S街路 改築 橿原市 309

合計 309

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H21 H22 H23 H24 H25

合計 0

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H21 H22 H23 H24 H25

8-C1 施設整備 一般 橿原市 直接 橿原市 橿原市 110.0

8-C2 施設整備 一般 橿原市 直接 橿原市 橿原市 22.0

8-C3 計画調査 一般 橿原市 直接 橿原市 橿原市 15.0

合計 147.0

番号 備考

8-C1

8-C2

8-C3

その他関連する事業

番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H21 H22 H23 H24 H25

8-A'2 街路 一般 橿原市 直接 － S街路 改築 橿原市 1,024

1,024

 

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

畝傍駅前通り線（今井地区） 現道拡幅L=712ｍW＝12～16ｍ

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名

集客を促進する「休憩・眺望ゾーン」の創設

平成25年3月28日

無電柱化事業

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

0

社会資本総合整備計画（特定計画）

計画の目標

環濠集落であり国際的にも重要な伝統的建造物群を有する今井町の環境保全及び住民の交通安全対策を図る道路整備と併せて、無電柱化を実施し、景観向上を図り、より魅力あるまちづくりを行い、観光に
寄与する。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称

計画の期間 交付対象

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1,480 百万円 Ａ 1,333 百万円 Ｂ 百万円 Ｃ 147 百万円

効果促進事業費の割合
9.9%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

今井五井線（今井地区）

合計　　　　　　　　　

交付対象事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

番号 事業者
省略

要素となる事業名
工種

事業内容 市町村名
港湾・地区名

全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

事業実施期間（年度）

番号 事業者
省略

要素となる事業名

20%

42% 44% 46%

0% 10%

無電柱化

施設整備

現道拡幅L=317.5ｍW＝16～19ｍ

L=230ｍ、引込設備、機器ケーブル類

事業内容

交通広場に「もてなし」の施策の実施

街路事業（8-A2）に計画している交通広場に「休憩・眺望・情報発信ゾーン」を設け、観光客増加を図る。

観光来訪者に対し安全かつ効率的な案内を実施するための道路案内マップ等を作成し、街路事業（8-A1・2）とあわせて観光客数の増加を図る。

道路案内マップ等作成計画調査 観光客増加への魅力向上事業

一体的に実施することにより期待される効果

要請者負担である当該事業において、道路整備区域外の本線の整備と引込み管・機器ケーブル類等の工事を行うことにより民地を含み統一された広範囲の環境整備と景観向上が図れる。

市町村名
港湾・地区名

全体事業費
（百万円）工種


	社会資本　橿原市今井地区  

